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（金成沢辺下地区環境保全会）阿部　実さん(栗駒)・佐々木和子さん(高清水)

9㌻
｢私もひとこと｣

6㌻

4㌻

20㌻

個人質問20人登壇

決算審査 ここが聞きたい
2㌻まちづくり決算を認定

令和元年度

県 内 初の
条例制 定
一 般 質 問

新型コロナ感染者の人権配慮

市議会だより市議会だより
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９
月
定
例
議
会
は
決
算
議
会
と
も
言
わ
れ
、

９
月
８
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
24
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
20
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
【
以
下
、
新
型

コ
ロ
ナ(
一
般
質
問
を
除
く)

】
対
策
、
イ
ノ

シ
シ
対
策
、
新
市
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
の
補
正
予
算

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
患
者
や
家
族
な
ど
に
対
す

る
人
権
の
侵
害
を
防
ぐ
条
例
を
県
内
で
初
め
て

制
定
、
契
約
の
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
ら
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
（
４
４
１
億
円
）、

特
別
会
計
（
２
３
６
億
円
）、
事
業
会
計
の
決

算
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
集
中
審

査
を
行
い
、
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
全
て
の

会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。

「
市
民
が
創
る 

く
ら
し
た
い
栗
原
」
評
価

歳入 歳

●一般会計決算の状況

出

令和元年度

決 算

ま
ち
づ
く
り
の
総
額
677
億

決　算

ジオガイドの説明に興味津々

若柳公民館の完成予想図

台風 19 号の被害は家財にも及んだ
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議　　会
―議会費―

○議員報酬
　　1億1,819万円
○議会だより印刷製本費
　　　　  415万円
○政務活動費
　　　　  189万円
○インターネット中継
　システム委託料
　　　　  211万円
2億7,442万円

前年度比

前年度比

前年度比 前年度比 前年度比

53万円増

79万円増

2億8,193万円減 6億1,302万円増 3億6,051万円増

前年度比前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

前年度比

1億1,730万円減 8億1,269万円増 15億4,678万円減 10億2,524万円増

2億4,787万円減

5,245万円減

総　　務
―総務費―

○新たな定住促進
　分譲地整備費（志波姫）
　　　  9,138万円
○防犯カメラの設置工事費
　　　　  346万円
○100円バス・デマンド交通の実施
   　3億4,664万円
○若者定住促進助成金
　　　  1,603万円
61億6,300万円

福　　祉
―民生費―

○子育て応援医療費
　助成金
　   2億3,913万円
○若柳地区幼保一体
　施設整備事業費
　　　  7,422万円
○生活保護費
　　9億1,677万円

107億6,889万円

健康・衛生
―衛生費―

○大崎市民病院救命救急
　センター運営負担金
　　　  3,901万円
○風しん予防対策事業費
　　　　  524万円
○ごみ処理業務委託料
　   2億4,010万円

49億3,663万円

―農林水産事業費―

建　　設
―土木費―

○ＬＥＤ道路照明灯
　交換工事費
　　　　  394万円
○中核機能地域（築館宮野
　地区）整備事業費
　　　  1,566万円
○木造住宅の耐震改修
　工事促進助成補助金
　　　  1,210万円
36億9,805万円

労　　働
―労働費―

○シルバー人材
　センター補助金
　　　  1,074万円
○勤労者ライフ
　ローン貸付金
　　　  4,000万円

5,197万円

防　　災
―消防費―

○消防施設
　整備事業費
　　　  4,181万円
○消防団整備充実
　強化事業費
　　　　  679万円

15億1,652万円

教　　育
―教育費―

○若柳公民館整備
　事業費
　　　  1,856万円
○スクールバス運行事業費
　　6億5,193万円

52億8,909万円

その他
―災害復旧・公債費―

○災害復旧費
　  7億3,276万円
○公債費
　54億1,312万円

※主な事業を掲載しています。  ※万円未満四捨五入

５年間の一般会計歳出決算の推移市債（借金）と基金（貯金）の状況
一般会計

市 債
（借金）

471億3132万円

70万7485円
市民1人あたり

基 金
（貯金）

231億5567万円

34万7589円
市民1人あたり

令和２年３月末人口 : ６万6618人

※金額などは市の決算概要より引用しています。
※国の交付金が算入される分も含まれています。

61億4,588万円

農林水産

商工・観光
―商工費―

○企業立地促進奨励金
　　　  2,473万円
○栗駒山麓ジオパーク
　推進事業費
　　　  4,102万円
○チャレンジショップ
　キーパー支援補助金
　　　　  737万円

16億1,253万円

○栗原の美しい森林
　再生事業費
　　　  2,201万円
○みやぎ県北畜産
　クラスター事業補助金
　　9億9,848万円
○くりはら和牛の郷づくり
　支援強化事業補助金
　　　  2,117万円
36億4,295万円

こんなふうに使われた市のお金

R元年度H30年度H29年度H28年度H27年度

465億
3,277万円

462億
2,441万円

464億
2,412万円

435億
3,347万円

440億
9,993万円借金

貯金

こんなふうに使われた市のお金

決　算
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決算審査

決 算 審 査

　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

効
果
や
実
績
と
、
カ
メ

ラ
の
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

　

築
館
警
察
署
の
調
べ

で
は
、
刑
法
犯
の
検
挙

数
が
平
成
30
年
44
人
、
令
和
元

年
37
人
と
、
認
知
件
数
と
共
に

減
少
。
設
置
場
所
は
、
令
和
元

年
度
は
築
館
図
書
館
付
近
、
若

柳
く
り
で
ん
公
園
付
近
、
く
り

こ
ま
高
原
駅
付
近
で
あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
、

返
礼
品
な
ど
に
か
か
る

支
出
と
、
市
民
が
他
自
治
体
へ

寄
附
し
た
金
額
を
控
除
し
た

ト
ー
タ
ル
の
収
支
は
。
ま
た
、

前
年
度
と
比
較
し
、
経
費
が
増

額
と
な
っ
た
要
因
は
。

　

ト
ー
タ
ル
の
収
支
は
、

１
２
５
４
万
円
の
プ
ラ

　
生
活
保
護
費
が
平
成

30
年
度
に
比
べ
る
と
、

４
５
０
０
万
円
ほ
ど
増
加
し
て

い
る
。
増
加
の
要
因
は
。

　

高
齢
者
に
加
え
、
若

者
の
受
給
者
も
増
え
て

い
る
。
高
齢
者
の
場
合
は
、
年

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利

用
者
は
、
３
万
人
を
超

え
、
課
題
や
意
見
、
運
行
エ
リ

ア
の
見
直
し
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
地
域
交
通
活
性
化
委
員
会

で
の
検
討
結
果
は
。

　

昨
年
、
委
員
会
を
４

回
開
催
し
、
地
域
外
運

行
も
協
議
し
た
が
、
市
内
の
タ

ス
で
あ
る
。
ま
た
、
増
額
の
理

由
は
、
返
礼
品
の
増
加
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加
、
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
導
入
と
考
え
る
。

金
で
生
活
し
て
い
た
方
が
施
設

に
入
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
ま
で

の
年
金
だ
け
で
は
施
設
の
費
用

が
払
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

生
活
保
護
を
頼
っ
て
申
請
さ
れ

る
。
若
者
の
場
合
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
る
が
、
就
職
に
つ

な
が
ら
な
い
な
ど
で
あ
る
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
と
環
境
保
全

型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
事
業

は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
要

因
を
ど
う
分
析
す
る
か
。

　
「
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
」
は
、
平

成
30
年
度
に
満
了
し
た
組
織
の

う
ち
、
10
組
織
ほ
ど
が
、
高
齢

化
や
事
務
局
の
な
り
手
が
い
な

い
な
ど
を
理
由
に
、
や
む
を
得

ず
更
新
し
な
か
っ
た
。「
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
」
は
、
昨
年
の
台
風
19
号
の

ほ
場
稲
わ
ら
堆
積
に
よ
り
、
要

件
で
あ
る
冬
期
湛
水
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
。

ク
シ
ー
事
業
へ
の
影
響
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
賛
同
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
事
業
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
た
め
、
意
見
を
聞
き
な

が
ら
や
っ
て
い
く
べ
き
と
の
意

見
で
あ
っ
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

効
果
と
実
績
は

ふ
る
さ
と
納
税

増
額
の
理
由
は

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答 危
機
対
策
課

企

画

課

デ
マ
ン
ド
の
課
題

見
直
し
結
果
は

生
活
保
護
費

増
額
要
因
は

市
民
協
働
課

社
会
福
祉
課

支
払
い
交
付
額

減
少
の
要
因
は

農
業
政
策
課

高橋　　渉　委員長

　令和元年度の一般会計や８特別会計・２事業会計の決
算は、議長を除く、議会議員が全員で構成する決算特別
委員会（委員長　高橋　渉議員）で審査しました。
　審査は市政全般にわたり、多くの質疑がありました。
　主な質疑をお知らせします。

デマンド交通は高齢者の足
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決算審査

　

令
和
元
年
度
は
、
市
の
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
の
子
育
て
支
援
策
や
若
者

定
住
策
に
加
え
、
地
域
公
共

交
通
の
再
編
、
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

近
年
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
市
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化

が
進
行
す
る
と
共
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
担
い
手
不
足
な
ど

の
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
財
政
が
最
適
に
運
用
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
仕
組
み
を
確
立
し
、

市
民
総
参
加
に
よ
り
名
実
共

に
「
市
民
が
創
る　

く
ら
し

た
い
栗
原
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
市
の
総
合
計
画
に
基

づ
く
事
業
推
進
に
ま
い
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

財
政
状
況
は
、
普
通
交
付

税
の
合
併
算
定
替
え
の
段
階

的
縮
減
か
ら
４
年
を
経
過
し
、

今
後
人
口
減
少
に
伴
う
税
収

の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
伴
う
扶
助
費
な
ど
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
。

　

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
臨
時
支
出
な
ど
も
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
な
財
政
運
営

が
行
え
る
よ
う
、
市
の
「
行

政
改
革
大
綱
」
に
よ
る
取
り

組
み
に
よ
り
必
要
な
財
源
の

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
園
芸
新
規
就
農
者
支

援
事
業
補
助
金
は
、
令

和
元
年
度
実
績
が
な
い
。
農
林

振
興
部
と
し
て
の
考
え
は
。
ま

た
、
予
算
措
置
は
新
規
就
農
者

の
状
況
な
ど
確
認
し
行
っ
て
い

る
の
か
。

　

希
望
が
あ
れ
ば
、
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
過
去
の
実
績
を
加
味
し
予

算
措
置
し
て
い
る
が
、
平
成
28

年
度
を
最
後
に
実
績
が
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
中
核
機
能
地
域
基
本

計
画
等
策
定
業
務
委
託

料
の
内
容
は
。

　

築
館
宮
野
地
区
の
、

渋
川
流
末
の
排
水
対
策

に
関
す
る
検
討
、
生
活
創
造
拠

点
や
公
園
整
備
計
画
の
検
討
な

ど
で
あ
る
。
令
和
元
年
度
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
排
水
対
策

を
優
先
に
、
浸
水
範
囲
の
調
査

な
ど
を
行
っ
た
。
生
活
創
造
拠

点
は
、
現
況
調
査
や
土
地
の
状

況
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。

　
秋
田
県
大
仙
市
へ
の

教
員
派
遣
事
業
は
、
今

年
で
４
年
目
と
な
る
。
派
遣
さ

れ
て
い
な
い
教
員
へ
も
、
学
習

成
果
を
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

　

子
ど
も
の
家
庭
学
習

時
間
が
、
全
国
平
均
を

上
回
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果

が
見
え
て
い
る
。
年
に
４
回
程

度
、
研
究
協
議
会
を
開
催
し
、

派
遣
教
員
の
学
習
成
果
を
、
教

員
に
周
知
し
て
き
た
。

　
入
の
沢
遺
跡
の
、
航

空
レ
ー
ザ
ー
等
地
形
測

量
業
務
、
追
加
指
定
の
境
界
測

量
業
務
の
調
査
内
容
と
成
果
は
。

　

レ
ー
ザ
ー
測
量
業
務

に
つ
い
て
は
、
保
存
活

用
計
画
策
定
の
た
め
、
詳
細
な

　
病
院
事
業
の
現
金
残

高
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
中
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
関

係
は
大
丈
夫
か
。

　

医
療
収
入
な
ど
の
推

移
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

地
形
図
を
作
成
し
た
。
用
地
境

界
測
量
業
務
は
、
追
加
指
定
の

た
め
の
境
界
確
定
業
務
を
行
い
、

地
形
図
な
ど
を
作
成
し
た
。

　
保
存
計
画
の
策
定
時

期
は
い
つ
頃
か
。
計
画

が
策
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
築
館

バ
イ
パ
ス
の
工
事
着
工
は
で
き

な
い
の
か
。

　

令
和
２
年
度
、
３
年

度
で
国
庫
補
助
を
受
け

策
定
を
す
る
た
め
、
そ
れ
が
確

定
し
た
後
と
考
え
る
。
バ
イ
パ

ス
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

の
職
員
に
も
入
っ
て
も
ら
い
、

計
画
を
策
定
し
な
が
ら
、
早
期

着
工
と
な
る
よ
う
、
国
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

な
ぜ
実
績
な
い
の
か

新
規
の
園
芸
農
業
者

生
活
創
造
拠
点

計
画
の
内
容
は

教
員
派
遣
事
業

研
修
の
共
有
は

入
の
沢
遺
跡

保
存
計
画
は

病
院
事
業
の

現
金
が
減
少

問

問

問問

問 問

答

答

答答

答 答

農
林
畜
産
課

都
市
計
画
課

学
校
教
育
課

文
化
財
保
護
課

医
療
管
理
課

決
算
審
査
意
見

「
行
政
改
革
大
綱
」
で

必
要
な
財
源
確
保
を

代
表
監
査
委
員
　
鈴
木
　
弘

排水対策が優先の公園整備計画


